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《感染症対策》

《国民保護（弾道ミサイル落下時の行動）》

　感染症の予防には、一人ひとりが感染症についての正しい知識と、適切な予防策について理解することが重要
です。暮らしの中や働く場での感染拡大を防止する習慣を一人ひとりが実践していきましょう。

《地域で共に助け合う》

話した内容を外国語に翻訳！！あらゆる災害の現場で役立つ。

高齢者・寝たきりの方

　高齢者・障害のある方・乳幼児など、災害時に避難に時間を要する方を「要配慮者」といいます。中でも障害の
ある方については、障害の内容に応じて、日頃からの備えや、避難時の支援が異なります。このような方々を災害
から守るために、皆さんで協力し合いましょう。

　災害時における障害のある方への支
援方法を障害別にまとめたマニュアル
です。

　NICT が 開 発した 多 言 語 音 声 翻 訳 ア プリ
「VoiceTora（ボイストラ）」をベースとして、
救急現場で使用頻度が高い会話内容
を「定型文」として登録し、外国語に
よる音声と画面の文字により円滑な
コミュニケーションを図ることが可能な
ものです。また、定型文以外の会話でも、
音声翻訳が可能となっています。さらに、
話した言葉が、日本語文字としても表記
されることから、聴覚障害者などとのコ
ミュニケーションにも
活用が可能です。

　「国民保護」とは、我が国に対する武力攻撃事態などが発生した場合に、国、地方公共団体等が国民の生命、身体
及び財産を保護することです。ここでは、特に弾道ミサイル落下時の行動について示します。

□まめに手洗い・手指消毒
□咳エチケットの徹底
□こまめに換気
□身体的距離の確保
□「3密」の回避（密集・密接・密閉）
□毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状が
　ある場合は無理せず自宅で療養。

●室内はできるだけ広くし
て、家具、棚の上に重い
物、角のある物を置かな
い。

●あわてて外へ飛び出さない。
●家の中の安全な場所に移動
する。

●笛などを吹き、居場所を知ら
せる。
●周りの人に安全な場所まで
の誘導を依頼する。

●無理な行動をとることを避けながら
も、動ける場合は、這うなど安全な姿
勢をとり、頭部を座布団などで守る。
●車いすは安全な場所に停め、介助者
の協力による避難支援を求める。

●緊急のときはおぶって安全
な場所まで避難する。
●複数の介助者で対応する。
●不安を取り除くように声をか
ける。

●車いすの移動は、階段では３
～４人で運ぶのが安全。上り
は前向き、下りは後ろ向きに
移動する。
●介助者が１人の場合、おぶい
紐などを利用し、おぶって避
難する。

●災害時には本人のそばへ行き、支援が
必要か声をかけ、正確な情報を伝える。
●誘導する場合は、杖を持った方の手には
触れず、腕や肩につかまってもらい、半
歩前をゆっくり歩く。
●説明するときは、前後、左右、上下等、具
体的な言語を使う。

出典：内閣官房 国民保護ポータルサイト
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耳が不自由な方
●補聴器、携帯電話、文字情
報が得られる携帯端末な
どを手元に置いておく。
●笛やブザー、筆記用具を
携帯しておく。

●室内の安全スペースの確
保と、家具等の転倒防止
策を十分にする。
●車いすが通る幅を十分確
保する。

●白杖やラジオはいつでも手
の届くところに置いておく。
●家具等の配置の変更は本人
に必ず伝える。
●笛やブザーを携帯しておく。

●テレビ、文字放送、携帯電話やメモ
などで、正確な情報を入手する。近く
の人に耳が不自由であることを伝え、
必要な支援を依頼する。
●笛などを吹き、居場所を知らせる。

●話をするときは口をきちんと
開けて普通に話す。
●手話、筆談、身振りなどの方
法で正確な情報を伝える。
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肢体が不自由な方

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/
welfare/005/011/001/p004165.html

災害時障害者サポート
マニュアル

外国人の支援に強い味方！！VoiceTra〈ボイストラ〉
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http://voicetra.nict.go.jp
　障害のある方を対象に、災害に対す
る日頃の備えや、避難時の注意点を障
害別にまとめたマニュアルです。

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/
welfare/005/011/001/p004166.html

障害がある方のための
防災マニュアル

避難所で
災害現場で

病院で

厚労省　感染症情報

基本的な感染対策

近くの建物の中か 
地下に避難。

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

首相官邸 
ホームページ

Twitterアカウント 
首相官邸災害・危機管理情報 

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、 
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 
窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から 
直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
て室内を密閉する。

(注) できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、              
      それ以外の建物でも構いません。

Jアラート  (例)直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の
中、又は地下に避難してください。ミサイルが落下する 
ものとみられます。直ちに避難してください。

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能
性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行
政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速
報メール等により緊急情報をお知らせします。

近くに 
ミサイル 
落下！


